
平成２５年度顕彰会総会にご参加ください
郷土の偉人 塙保己一先生の偉大な業績を顕彰する総検校塙保己一先生遺徳顕彰会も会員のみな 

さまのおかげにより発足から７年目を迎えます。下記のとおり今年度の総会を開催しますので 

多数のみなさまのご参加をお待ちしております。申込み不要です。 

日  時 ６月１日(土)午後１時３０分から受付 

午後２時 開 式 

会  場 セルディ ホール 

内  容 前年度事業報告・決算報告 

     今年度事業計画・予算審議 

     報告事項（銅像建立計画の途中経過） 

記念演奏 児玉中学校吹奏楽部による演奏児玉中吹奏楽部のみなさんによる記念演奏があります。 

平成２４年度顕彰会事業報告
 平成２４年度中の顕彰会活動につきましては、下記の定例

事業のほか、特別な事業として塙先生没後１９０年記念企画

事業 塙先生墓所の移転を実施しました。また、本庄市自治会

連合会の自治会勉強会への協力（講師派遣）を行い、２５年３

月末までに累計７５自治会での説明を終え、参加者１，３２７

名の方々に塙先生の事績を勉強していただきました。 新墓所竣工式の様子 

 平成２４年度顕彰会総会を開催し、会の運営についての審議・

承認が行われました。顕彰会への寄付に対し児玉地域自治会連合

会への感謝状贈呈等も行い、また、温故学会研究員小出 明 氏に

よる「塙保己一を支えた人々」のタイトルの講演も行われました。

金屋小児童が菊を献花 温故学会会長ごあいさつ 

顕彰会総会 ５月１９日（土）

寄付に対する感謝状贈呈 

副賞 塙先生坐像の贈呈 新垣勉氏の公演 

顕彰祭 ９月１２日（水）
 塙先生の命日に遺徳を偲びセルディ

で菊の花を捧げました。当日は新墓所

にて地元の神主・住職により竣工式を

開催、会の役員、来賓、市議会議員等

ご列席のもと盛大に挙行しました。

塙保己一賞１２月１５日（土）

 埼玉県と本庄市共催による塙保己一賞への

協力を行いました。当日は、障害がありなが

ら社会的に顕著な活動をしている人や応援し

ている人・団体など４名が表彰されました。

【群書類従など叢書を紹介します…第３回】 

「
続
群
書
類
従
」

～
児
玉
に
つ
い
て
の
記
述
～

文
：
顕
彰
会
事
業
委
員

長
谷
川
典
明

前
回
ま
で
群
書
類
従
の
「
作
庭
記
」「
廻

国
雑
記
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
今
回
は

「
宴
曲
抄
」
（
続
群
書
類
従
十
九
下

遊

戯
部
五
五
五
）
「
南
無
飛
龍
権
現
千
手
千

眼
日
本
第
一
大
霊
験
善
光
寺
修
業
」
を
紹

介
し
ま
す
。

【
本
文
】
児
玉
地
方
に
関
係
す
る
記
述
は

「
稍
も
さ
び
し
く
な
ら
ぬ
梨
、
打
渡
す
早

瀬
に
駒
や
な
づ
む
ら
ん
、
た
ぎ
り
て
お
つ

る
浪
の
荒
河
行
過
て
、
下
に
な
が
る
る
見

馴
川
（
み
な
れ
が
わ
）
、
見
な
れ
ぬ
渡
を

た
ど
る
ら
し
、
朝
市
の
里
動
（
ど
よ
む
）

ま
で
立
さ
は
ぐ
、
是
や
は
児
玉
玉
鉾
の
、

道
行
人
に
事
と
は
ん
、
者
の
武
（
も
の
の

ふ
）
の
弓
影
に
さ
は
ぐ
雉
が
岡
、
矢
竝
（
や

な
み
）
に
み
ゆ
る
鏑
河
（
か
ぶ
ら
が
わ
）
、

今
宵
は
さ
て
も
山
な
（
山
名
）
越
ぞ
、
い

ざ
倉
賀
野
に
と
ゞ
ま
ら
ん
」
と
あ
り
ま

す
。【

解
説
】
見
馴
川
は
現
在
の
小
山
川

で
、
当
時
は
橋
が
な
く
渡
し
場
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
宿
場
に
つ
い
て
み

る
と
朝
市
で
大
勢
の
人
々
が
に
ぎ
わ

い
、
こ
こ
が
児
玉
だ
と
道
行
く
人
に

教
え
ら
れ
た
。
雉
ヶ
岡
城
に
は
武
士

の
姿
も
見
え
た
。
や
が
て
西
を
目
指

し
、
藤
岡
市
と
高
崎
市
の
境
を
流
れ

る
鏑
川
を
渡
り
、
山
名
を
経
て
倉
賀

野
で
泊
ま
っ
た
、
と
読
め
そ
う
で
す
。

神
流
川
や
鮎
川
が
略
さ
れ
て
い
る
の

は
弓
、
矢
と
続
い
た
の
で
鏑
矢
か
ら

鏑
川
と
縁
語
に
な
っ
て
い
る
た
め
の

よ
う
で
す
。

見
馴
川
、
児
玉
、
雉
が
岡
と
文
章

化
さ
れ
た
最
も
古
い
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

鎌
倉
時
代
約
七
百
年
も
前
の
児
玉

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
史
料
で
す
。
鎌
倉
街
道
上
道
を
調

べ
る
の
に
も
大
変
役
立
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

こ
の
「
宴
曲
（
え
ん
き
ょ
く
）
」

と
は
、
中
世
の
歌
謡
で
、
延
曲
と
も

書
き
、
早
歌
と
通
称
さ
れ
、
和
歌
、

物
語
や
名
所
旧
跡
な
ど
の
地
名
を

素
材
に
、
物
尽
く
し
や
縁
語
・
掛
詞

を
駆
使
し
て
一
曲
を
構
成
し
、
七
五

調
を
主
に
し
た
長
大
な
詞
章
が
無

伴
奏
で
、
宴
席
や
仏
教
講
式
な
ど
で

謡
わ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

【
続
群
書
類
従
】

こ
れ
を
収
録
し

た
「
続
群
書
類
従
」
（
一
〇
〇
〇
巻

一
一
八
五
冊
）
は
、
塙
保
己
一
が
編

集
・
校
訂
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
た

も
の
で
す
が
生
存
中
に
は
日
の
目
を

見
ず
、
没
後
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
塙
保
己
一
は
、
寛
政
七
～
八
年

頃
、
企
画
に
取
り
か
か
り
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
そ
の
目
録
下
書
き
を

林
大
学
頭
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
開

版
を
申
し
出
た
も
の
の
、
刊
行
費
用

調
達
の
問
題
等
で
取
り
掛
か
れ
ず
、

そ
の
ま
ま
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
二
代

次

郎
忠
宝
（
た
だ
と
み
）
が
そ
の
跡
目

を
相
続
し
ま
し
た
が
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
に
暗
殺
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
子
三
代

敬
太
郎
忠
韶
（
た

だ
つ
ぐ
）
が
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

忠
韶
が
版
木
で
の
刊
行
を
中
止
し

て
写
本
整
備
に
努
め
、
続
群
書
類
従

約
八
五
〇
巻
の
写
本
を
宮
内
省
に

納
め
た
の
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八

三
）
の
こ
と
で
し
た
。

一
般
へ
の
刊
行
（
活
版
本
）
は
、

田
口
鼎
軒
（
て
い
け
ん
）
主
宰
の
経

済
雑
誌
社
で
明
治
三
十
五
年
（
一
九

〇
二
）
か
ら
刊
行
を
開
始
し
た
も
の

の
、
や
が
て
中
断
、
大
正
十
一
年
（
一

九
二
二
）
に
太
田
藤
四
郎
（
と
う
し

ろ
う
）
の
主
宰
す
る
続
群
書
類
従
完

成
会
が
創
立
さ
れ
、
や
っ
と
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
に
初
版
が
七
十
一

冊
で
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
叢
書
類
を
刊
行
す
る

に
は
大
変
な
困
難
を
伴
う
も
の
で
、

群
書
類
従
正
編
を
完
成
さ
せ
、
続
編

へ
の
道
筋
も
つ
け
た
塙
保
己
一
の
力

が
如
何
に
偉
大
で
あ
っ
た
か
を
改
め

て
知
ら
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

桜咲く雉岡城址内の塙保己一記念館



２５年度も塙先生顕彰会の会員として継続して 

ご協力いただけますようお願い申し上げます。

みなさまからの貴重な会費は、没後１９５周年に建立予 

定の塙先生の銅像の作成費用や毎年９月１２日に塙先生に

菊の花を捧げ遺徳をしのぶ顕彰祭のため、また、その他の

啓発活動に使用させていただきます。 

まだ継続手続きをされていない方は会費の納入をお早め

にお願いいたします。 
みなさまのご協力をなにとぞよろしくお願いいたします。

発 行 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課 本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 ３６７－０２１６埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２

 電 話 ０４９５－７２－８８５１  ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

※点訳ボランティアグループ「ほきの六点会」の皆様により会報誌の点字翻訳版を作成していただ

きました。ご希望の方は、事務局までご連絡ください。

年会費  個人会員 一口 千円、 賛助会員（団体） 一口 一万円
入会と会費納入の受付場所 本庄市生涯学習課(中央公民館)と本庄市児玉文化会館(セルディ)
で受け付けています。 本庄市役所４階文化財保護課では、平日にお預かりします。

※ 郵便振替でも申し込みできます（ご希望の際には、下記へご連絡ください）。

本
庄
市
塙
保
己
一
記
念
館
に
あ
る
資
料
紹
介

寛
政
五
年(

一
七
九
三)

和
学
講
談
所
規
律
書

文
：
顕
彰
会
事
業
委
員

荒
井
一
夫

こ
の
規
律
書
は
、
前
段
の
部
分
が
欠
落
し
て
い
ま
す
。
和
学
講
談
所
内
に
お
い
て
、
和
学

講
談
会
が
定
例
的
に
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
欠
落
の
主
な
も
の
は
、
校
合
書
籍

の
十
五
部
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
後
段
に
は
心
得
の
表
記
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
規
律
書

か
ら
、
学
問
へ
の
真
摯
な
態
度
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(

上
写
真
の
文
言) 

朝
野
群
載

五
之
日

世
継

水
鏡

大
鏡

今
鏡

増
鏡

東
鏡

九
之
日

廿
一
代
集

新
葉
和
歌
集

源
氏
物
語

一
毎
会
日
に
自
午
中
剋
至
申
中
剋

上
件
の
書
籍
可
致
講
習
校
合
候

永
々
以
右
廿
五
部
為
本
書
幾

辺
も
可
致
校
合
事

稽
古
の
道
者
書
と
し
て
読
へ

か
ら
さ
る
は
な
し
、
依
之
雖
為

廿
五
部
之
外
臨
時
申
合
、
午
刻

以
前
可
致
考
訂
事

一
讀
書
の
間
者
雑
談
一
切
令

停
止
、
議
論
校
合
専
一
に
い
た

す
へ
き
事

寛
政
五
年
十
一
月

会
頭

(

上
記

文
言
の
解
説) 

朝
野
群
載
（
＝
研
究
文
献
名
。
こ

の
文
書
の
前
段
か
ら
の
続
き
。
）

五
の
日
（
に
研
究
す
る
文
献
）
世
継

水
鏡

大
鏡

今
鏡

増
鏡

東
鏡

九
の
日
（
に
研
究
す
る
文
献
）
廿
一

代
集

新
葉
和
歌
集

源
氏
物
語

一
会
ご
と
に
午
後
一
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
示
さ
れ
た
書
物
を
研
究
し

照
ら
し
合
わ
せ
時
間
を
か
け
て
二

十
五
部
を
何
回
も
照
ら
し
合
わ
せ

る
こ
と
。

稽
古(

練
習)

に
は
、
こ

れ
以
外
の
本
を
読
ん
で
い
け
な
い

こ
と
は
な
い
、
し
か
し
、
二
十
五

部
以
外
の
書
物
を
扱
う
場
合
で
の

申
し
合
わ
せ
は
午
後
十
二
時
前
に

行
う
こ
と
。

一
読
書
の
間
は
全
く
雑
談
し
な
い

で
、
議
論
校
合(

照
ら
し
合
わ
せ)

に
専
念
す
る
こ
と
。

寛
政
五
年
十
一
月

会
頭

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第１６号 平成２５年５月発行

ごあいさつ

 木々の緑も一層鮮やかとなり、吹き渡る風も爽やかな季節となりました。

会員のみなさまには、ご健勝でお過ごしのこととお慶び申し上げます。

  みなさまには日頃より当顕彰会へのご支援・ご協力を賜りまして厚くお礼

申し上げます。まことにありがとうございます。

さて、顕彰会の活動といたしまして昨年度には、塙保己一先生没後１９０

周年企画の塙先生墓所の移転を実施させていただきましたほか 、例年 、

顕彰事業として行わせていただいております重要な行事である顕彰祭の開

催、埼玉県と市共催の塙保己一賞への協力を実施してまいりました。

 なお、今後につきましても、さらなる塙先生顕彰のため、銅像建立に向

けて進むほか、各種啓発事業等を行ってまいりますのでご理解・ご協力の

ほど よろしくお願い申し上げます。  

         総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

会 長 吉 田 信 解

第６回塙保己一賞の様子


